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●19 日 夏原グラント 助成金申請 プレゼンテーション 発表 大村幸正副理事長が発表   

参加 20団体が書類審査を通過して二次審査のプレゼンテーションに挑みました。ＪＲ大津駅前の滋賀ビル

の大きな会議室でした。駅前から琵琶湖への大通りに玄関があるのではないかと行き過ぎるとビルへの入り

口はなく、もう一度戻ってみると大きな建物には似合わない目立たない玄関があって、エレベーターが並ん

でいました。時間になると開会挨拶に続き審査員の紹介があり、早速トップバッターからのプレゼンが開始

されました。10 分間の持ち時間で発表 6 分、質問 4 分で進行されました。それぞれ緊張しながらしっかり

言いたいことは話されて、スピードある進行でした。青年のグループは数少なく、男性の高齢者が多数を占

めています。女性の発表者は 3 グループ程度でした。里山の会は最終 4 グループで午後の部の 19 番目 14

時 40分でした。大村さんもビルの入り口が分らず少し苦労したようです。時間に間に合いました。元気に

大きい声で分かり易い発表で、趣旨はしっかり伝わったようです。審査員の女性からナラ枯れ木を伐採する

場合、地主の了解はどうか、また取り組み方について地主の協力はあるのか、そして作業の協力者を求めて

いこうとしているのか、といった鋭い問いかけがありました。パワーポイントでは丁寧で分かり易かったの

で、活動の将来への見通しが問われました。全体の審査で採択があっても助成金の減額がされる場合が強調

されていました。一番必要なのは、ナラ枯れ木の伐採の委託経費が助成され、農園作業の安全が確保できれ

ばと願っています。4 月 15 日に西草津で贈呈式が予定されているようです。審査結果は 3 月末に郵送連絡

されます。里山の会としては若葉が茂りだす前に伐採を即行って、春野菜の植付に安全度アップが図ること

ができれば願っています。採択を期待しましょう、大村さんご苦労様でした。発表にあたってご協力と助言

有難うございました。 

 

●最新印刷機の入れ替え  10 年前に購入した印刷機の備品の備蓄管理期限がこの 4 月になっています。

本体の印刷機能が故障するとファックス機能が失われることになります。事務所機能の重大な損失となり、

メールだけでは対応が難しくなります。かなり高額な事務機で、予算もあまり十分ではありませんが、無理

に無理をして更新することにいたしました。この機種では印刷制度は変わりなく、時間当たりの印刷枚数の

スピードが 1 分間にこれまでは 20 枚だったのが 25 枚と早く印刷されます。ランニングコストに変化はあ

りません。インクが油方式なので、かなりいい刷り上がりになります。大いにご利用ください。24 日午前

中に更新されます。 

 

●里山農園の充実へ   これまで約 10年をかけて里山農園の充実を図ってきました。人件費を除いて約

200万円の予算を投入してきました。建物としての施設は教育棟や観察棟、道具入れの小屋、そして大仕事

であった笹竹藪の整理のためのハンマーモアや仮払い機、500ｍに及ぶイノシシ防御柵の設置 周遊通路の

開通など随分と充実が進みました。里山の会の苦しい台所事情からして、相当の予算が投入されてきました。

これからもさらに効果が発揮されると予想されます。しかし一方前号でお知らせしましたように、高齢化に

よる体力の劣化によって、栽培作業の能力にかなり無理があるので、新植付を躊躇することになりました。

このままシーズンを過ごしますとたちまち元の雑草地に戻ります。忍び難い事態となります。会員各位のご

意見を伺いたいと思います。いい方法で素晴らしい環境が維持されるようご提案をお願いいたしました。 

 

●地域力再生プロジェクト事業活動報告書   いよいよ年度末が迫ってきました。里山の会では地域力

再生プロジェクト事業の活動報告書の提出や新年度の活動計画や決算報告書の作成、加えて会誌 42号の原

稿募集と作成などが目白押しです。そして年度当初の親子花見乗船体験の取組み及び春の野草を味わう会の

準備が重複しています。かなりの作業が山積みです。特に 2月末から連続する発表会や講演会、審査会など

の連続で例年になく進捗状況が遅れており、せっぱつまっています。何とか乗り切らなければなりません。 



●新年度の活動方針や役員体制の充実へ  新年度の発足で今年は役員任期の切れであります。これまで

の理事の任期が新しく始まることになり、長年理事長として重責を果たしてこられた深田三郎理事長の勇退

表明があって、随分と跡継ぎ問題を検討してきました。大きな課題を背負った新年度総会となります。何よ

りも高齢化の波を避けることができなく新しい理事長選出が最大の課題であります。若返りの時を迎えてお

ります。我と思われる皆さんの名乗りをお待ちしています。 

 

●当面の日程をお知らせします    

24日 15:00自然環境保全京都府ネットワーク役員会 19:00神戸市県民会館 近畿子どもの水辺役員会 

25日 10:00親子花見乗船体験馬坂川清掃とノボリ立て作業 13:00第 3回理事会 

30日 8;00カヌー借用 笠置 11:00ライフジャケットＥボート借用 枚方市・寝屋川市摂南大学 

4月 1日 9:00 前日準備 会場設営 足場作り 府営団地第 2・第 3集会所 

4 月 2 日 9:00  親子花見乗船体験 木津川展  16:00 まとめと総括 17:00 解散 16:50 カヌー返却 

笠置 

 

●親子花見乗船体験 参加者募集 2 日(日)   今年の桜の開花は遅れるとの予想ですが、2日の開花状況

はどうでしょうか。きっと開花はしていると予想しています。昨年はちょうどいい具合で、楽しい催しとし

て盛況でした。今年も摂南大学のエコシビルの皆さんが船頭を務めていただくことになりました。14 名の

大学生のお兄さんにご指導いただきます。親子で桜を愛でてみてください。又毎年人気があるカヌー体験も

実行します。待ち時間の無いように 5 台から 7 台に増やす予定です。楽しみにお越しください。いずれも

無料体験としています。現地では自分で作る綿菓子 100 円、美味しいおうどん 150 円の提供もします。も

ちろん学習も一緒にしていただくよう河川レンジャーと里山の会の合同出展で「木津川の花」の写真発表を

行います。盛りだくさんの楽しいひと時をご期待ください。 

 

●春の野草を味わう会 9 日(日)  里山の手入れをして最も感動的だったのが 30～40 年放置されていたさ

さやぶの斜面で咲いたササユリでした。そのときにタラの木があちこちで見つかって少し手を添えることに

なりました。ずいぶんと大きくなってきています。かなり高価で高級料理屋の食材とのことです。今年は多

くの皆さんに食していただけるのではないかと思われます。少しずつ里山農園が豊かになってきています。

今から日程調整をしてご参加ください。定員 40名として準備を進めます。ご連絡お願いします。 

●24 日桜谷先生が来られます カスミサンショウウオの成長を確認します。一昨々日の雨の影響が心配で

すね。 

●里山農園のナラ枯れ木伐採計画の下見をしました。森林組合の皆さんはクヌギが手ごわいとおっしゃっ

ていました。イノシシの防護柵の撤去のお手伝いをお願いいたします。なるべく早く処理を行いたいと思っ

ています。下草が繁らなく出農繁期前の山仕事としてぎりぎりのところと思います。農園作業の安全度アッ

プにお手伝いをお願いします。 

●里山農園ナラ枯れ木の伐採 25日（土）9時 30分から伐採を行います。最初に猪の防御柵の一部撤去作業

のお手伝いをお願いします。奥山田の森林組合のお方に伐採をお願いしました。4月 9日の春の野草を味わ

う会には安全な農園の実現しようと思います。皆様のご協力をお願いします。緊急ですが防御網の一部撤去 

をお願いします。よろしく頼みます。 

 

3 月植物観察会 3 月 29 日（水）八幡背割堤 9時半集合 

 天気の影響などで 延期されていましたが、29 日に行う事になりました。 

 詳しいことはホームページ トップページでご覧ください 


